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連載：医薬品危険性情報 あれこれ 

日本の国立医薬品食品衛生研究所が発行している「医薬品安全性情報（海外規制機

関）」から薬剤の害反応を紹介し、本誌編集委員がコメントする 
【EMA】リニア型ガドリニウム含有MRI 用造影剤：販売承認の一時停止を勧告 
【Health Canada】ヨード造影剤：甲状腺機能低下症 
【FDA】コデイン含有薬剤・トラマドール含有薬剤：小児での使用を制限し、授乳婦では使用しないよう勧告 
【WHO】ガンシクロビル：低血糖 
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